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令和 2年度事業報告書 

 

 

Ⅰ．総 括 

 

新型コロナウイルス感染拡大により、集まりの場や人との接触が制限される中で、地域福祉活動

も縮小を余儀なくされ、人々の孤立・孤独化と地域コミュニティ縮小が危惧された。また、急速な

高齢化と人口減少社会において、これまで以上に効率的・効果的な経営が求められるが、人材確保

に苦慮した年でもあった。 

このような中、「支えあいのまち、笑顔ひろがるまち」を目指し、様々な福祉課題を抱える人びと

を支え、地域の課題を解決していくために各事業に取り組んできた。財政的には厳しい状況に変わ

りはなく、若干の赤字となった。 

 

Ⅱ．重点施策報告 

 

１．生活支援体制整備事業の推進 

 少子高齢化に伴う地域コミュニティの弱体化、家族関係の希薄化によりますます地域での孤立・

孤独化が進む中で、住民相互の支え合いの仕組みの構築について支援を進めた。今後は旧小学校

区等での普及と啓発に合わせ、関係部局と協議し具体的な支援策を提示できるよう進めたい。 

 

２．地域共生社会の実現に向けた取り組み 

生活に課題を持った方への寄り添った支援ができるよう、市の呼びかけに応じ地域共生社会構

築のための会議に参画し、各部局の垣根を超えた取り組みについて協議を行った。今後は、社協

本来の相談事業や各種福祉サービス事業との連携を進めることが必要と考える。 

 

３．健全な法人運営 

自主財源の介護保険事業は減収となり、適切な人員配置や事業費の見直し等を行ったが法人全

体では若干の赤字となった。今後は社協が担う地域福祉推進部門の財政的な裏付けについて改め

て市と協議する必要があると思われる。また、受託金については市との協議の中で実際に即した

受託金となるように進めたい。  
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Ⅲ．具体的事業 

 

１．総務課 

 

法人運営・財務人事係 

 

（１）法人運営 

 

①理事会・評議員会・監査会等 

【理事会】 

開催年月日 内  容 

R02.06.12 

 

（理事：12 名、監事：2 名出席） 

第 1 号議案 令和元年度事業報告書について 

第 2 号議案 令和元年度収支決算書について 

～監査報告～ 

第 3 号議案 令和 2 年度第 1 次収支補正予算（案）について 

第 4 号議案 監事の交代に伴う評議員選任・解任委員の選任について 

第 5 号議案 選出母体の役職交代に伴う評議員候補者について 

第６号議案 令和 3 年 4 月採用 職員募集要項（案）について 

第７号議案 令和 2 年度第 1 回評議員会の招集について 

R02.08 

（書面会議） 

（理事：13 名より決議書提出） 

第 1 号議案 豊後大野市地域包括支援センター運営業務委託の応募について 

第 2 号議案 表彰規程の一部改正について 

R02.11.26 （理事：11 名、監事：1 名出席） 

第１号議案 事務局規程の一部改正について 

第２号議案 令和 2 年度中間事業報告書について 

第３号議案 令和 2 年度中間収支決算書について 

～監査報告～ 

第４号議案 令和 2 年度第 2 次収支補正予算（案）について 

第５号議案 令和 2 年度第 2 回評議員会の招集について 

R03.03.10 （理事：13 名、監事：2 名出席） 

第 1 号議案 令和 2 年度第 3 次補正予算（案）について 

第２号議案 定款の一部改正について 

第３号議案 職員就業規則の一部改正について 

第４号議案 契約職員就業規則の一部改正について 

第５号議案 事務局規程の一部改正について 
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第６号議案 経理規程の一部改正について 

第７号議案 役員等賠償責任保険契約について 

第８号議案 令和３年度事業計画（案）について 

第９号議案 令和３年度収支予算（案）について 

第１０号議案 令和３年度事務局体制について 

第１１号議案 令和２年度第 3 回評議員会の招集について 

 

【評議員会】 

開催年月日 内  容 

R02.06.29 （評議員：15 名、理事：2 名、監事 2 名出席） 

第 1 号議案 令和元年度事業報告書について 

第 2 号議案 令和元年度収支決算書について 

～監査報告～ 

第３号議案 令和 2 年度第 1 次収支補正予算（案）について 

第 4 号議案 選出母体の役職交代に伴う役員（理事）の選任について 

R02.12.17 （評議員：14 名、理事：2 名、監事 2 名出席） 

第 1 号議案 令和 2 年度中間事業報告書について 

第 2 号議案 令和 2 年度中間収支決算書について 

～監査報告～ 

第３号議案 令和 2 年度第 2 次収支補正予算（案）について 

R03.03.25 （評議員：15 名、理事：2 名出席） 

第１号議案 令和 2 年度第 3 次補正予算（案）について 

第２号議案 定款の一部改正について 

第３号議案 令和３年度事業計画（案）について 

第４号議案 令和３年度収支予算（案）について 

 

【監査会】 

開催年月日 内  容 

R02.05.26 （１）令和元年度事業報告について 

（２）令和元年度収支決算について 

※特に指摘事項等はなし 

R02.11.12 （１）令和 2 年度中間事業報告について 

（２）令和 2 年度中間収支決算について 

※特に指摘事項等はなし 

 

【評議員選任・解任委員会】 
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開催年月日 内  容 

R02.06.16 （１）評議員の選任について 

選出母体の役職交代に伴う評議員 5 名を選任 

 

②事務局運営 

【事務局会議】 

開催年月日 内  容 

R02.04.08 令和 2 年度事業計画・予算について ほか 

R02.04.22 緊急事態宣言発令に伴う対応について ほか 

R02.05.12 監査会・理事会・評議員会等について ほか 

R02.05.27 新型コロナウイルス感染予防について ほか 

R02.06.08 中期財政計画推進委員会について ほか 

R02.06.25 指定管理施設の利用者満足度アンケートについて ほか 

R02.07.09 地区社協について ほか 

R02.07.21 災害ボランティアセンター運営支援派遣について ほか 

R02.08.06 地域包括支援センターの公募について ほか 

R02.08.19 理事会について ほか 

R02.08.31 新型コロナウイルス感染症対応従事者慰労金について ほか 

R02.09.18 理事会（共募運営委員会）の議決結果について ほか 

R02.09.30 中間決算スケジュールについて ほか 

R02.10.13 監査会、理事会、評議員会について ほか 

R02.10.28 第 2 次補正予算（案）について ほか 

R02.11.09 監査会について ほか 

R02.11.25 理事会について ほか 

R02.12.10 評議員会について ほか 

R02.12.22 新型コロナウイルス関する風評被害の防止及人権への配慮について ほか 

R03.01.13 異動希望調書について ほか 

R03.01.26 令和 3 年度事業計画・予算について ほか 

R03.02.12 内部監査報告について ほか 

R03.02.25 法人指導監査報告について ほか 

R03.03.02 新型コロナウイルスに感染が疑われる案件について 

R03.03.10 地区社協について ほか 

R03.03.23 年度納式・年度始式について ほか 

 

【職員研修】 
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開催年月日 内  容 

R02.09.08 継続雇用者研修 

「継続雇用の職員に期待することについて」の研修 

R03.02.15 人権研修 講 話：大野町地域人権教育・啓発推進協議会 

                 会長 黒野 徹 氏 

     ビデオ視聴：「そんなの気にしない」 

 

  ③財政基盤の強化 

  【中期財政計画推進委員会】 

開催年月日 内  容 

R02.06.11 （１）中期財政計画の最終報告について 

 ・各事業について最終確認を行った。 

（２）委員会の解散について 

・目的の達成を確認し、要項に基づき解散をした。 

 ・令和 2 年 6 月 12 日開催の理事会に最終報告をした。 

 

【社協会費】                            （単位：円、戸） 

項 目 三重 清川 緒方 朝地 大野 千歳 犬飼 合計 

一般会費 
金額 1,824,200  434,200  884,600  732,000  614,700  368,000  552,500  5,410,200  

会員 1,725  435  887  732  617  368  553  5,317  

賛助会費 
金額 60,000  12,000  62,000  30,000  40,000  18,000  32,000  254,000  

会員 30  6  31  15  20  9  16  127  

法人会費 
金額 210,000  10,000  30,000  23,000  44,000  2,000  90,000  409,000  

会員 105  5  15  9  22  1  45  202  

合 計 
金額 2,094,200  456,200  976,600  785,000  698,700  388,000  674,500  6,073,200  

会員 1,860  446  933  756  659  378  614  5,646  

加入率 28.7% 57.9% 47.4% 79.4% 43.0% 56.3% 47.7% 40.4% 

（参考：令和元年度） 

項 目 三重 清川 緒方 朝地 大野 千歳 犬飼 合計 

一般会費 
金額 1,708,500 433,200 800,650 690,000 619,500 366,500 536,000 5,154,350 

会員 1,694 431 797 690 622 366 535 5,135 

特別会費 
金額 296,000 28,000 60,000 26,000 80,000 8,000 98,000 596,000 

会員 98 13 25 13 40 4 33 226 

合 計 
金額 2,004,500 461,200 860,650 716,000 699,500 374,500 634,000 5,750,350 

会員 1,792 444 822 703 662 370 568 5,361 

加入率 27.8%  55.8%  40.9%  71.5%  43.3%  52.9%  43.9%  38.9%  

 



令和 2 年度 事業報告書 

6 

【寄付金】                             （単位：円、件） 

項 目 三重 清川 緒方 朝地 大野 千歳 犬飼 合計 

一般寄付 
金額 1,502,320 565,000 1,402,130 721,986 1,560,000 230,000 600,000 6,581,436 

件数 100 17 54 32 49 20 29 301 

指定寄付 
金額  150,000      150,000 

件数  2      2 

合 計 
金額 1,502,320 715,000 1,402,130 721,986 1,560,000 230,000 600,000 6,731,436 

件数 100 19 54 32 49 20 29 303 

 

④広報事業 

事  業 内  容 

広報紙の発行 全戸配布で年 5 回発行した。 

ホームページ 随時最新情報を更新した。3 月に全面リニューアルを実施。 

 

⑤その他 

【監査等】 

監査名等 内  容 

財政援助団体監査 R02.05.14 市監査委員による指定管理施設の監査 

対象：三重農村環境改善センター、朝地憩いの村 

指導事項 

①三重農村環境改善センターの自販機設置料を令和 3 年度より必要。

②利用料について、減免対象となる団体等の規定をすること。 

朝地児童館監査 R02.07.30 県による監査 

指導事項等は特になし。 

法人指導監査 R03.02.17 市（社会福祉課）による社会福祉法人監査 

指導事項 

【会計処理について】 

・賞与引当金について重要性が乏しいことを理由に計上されていな

かったが、賞与引当金は、法人と職員との雇用関係に基づき、毎月の

給料の他に賞与を支給する場合において、翌期に支給する職員の賞与

のうち支給対象期間が当期に帰属する支給見込額を当該会計年度の

費用に計上し、負債として認識すべき残高を賞与引当金として計上す

る事となっている。今回計上の必要性の有無を検討している法人作成

資料が確認出来なかったので、作成を行うこと。 

（回答） 

・賞与引当金は重要性が大きいと判断されることが理解できました
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ので、決算時に賞与引当金を計上することとします。 

【評議員の選任について】 

・前回、指導監査の文書指導で欠席が継続している評議員の適当性に

ついて是正を求めたが改善されていなかった。当該評議員について今

後の評議員会への出席の可否を確認し、可能であれば必ず出席するこ

とを求めるとともに理事会でも評議員会の開催日程に配慮をするこ

と。また出席が困難であれば新たな評議員を選出する等、いずれの場

合も速やかに是正すること。 

（回答） 

・就任内諾をもらう際に、出席の可否についての確認も行い、評議員

選任解任委員会において正式に決定するようします。 

【内部管理体制について】 

・役員等（理事・監事・評議員）の選任に当たっては、社会福祉法人

の高い公益性に鑑み、暴力団員等の反社会的勢力の者でないかについ

て確認を行う必要がある。確認方法は、履歴書若しくは誓約書等によ

り候補者本人に該当しないことを確認すればよいので、就任承諾書に

その旨確認できる文言を加え、確認を行うこと。 

（回答） 

・就任承諾書の様式を別添のとおり変更し、確認を行うようします。 

 

【安全衛生委員会】 

開催年月日 内  容 

R02.05.27 （１）新型コロナウイルス感染予防対策について 

（２）食中毒予防対策について 

R02.06.23 （１）ヘルパー部門会議について 

（２）感染症マニュアルについて 

R02.07.28 （１）感染症マニュアルについて 

（２）職員の飲食等の対応について 

R02.09.18 （１）新型コロナウイルス感染症対策マニュアルについて 

（２）他の感染症対策について 

（３）健康診断シートの活用について 

R02.11.30 （１）新型コロナウイルス感染予防対策について 

（２）感染者等への対応について 

R02.03.02 （１）感染が疑われる事案の発生について 

R03.03.16 （１）感染が疑われる事案の発生に係る初動体制の検証について 

（２）次期委員の選考について 
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【公平委員会】 

開催年月日 内  容 

R02.11.25 （１）事務処理の失念について 

  結果：本人 出勤停止、始末書提出、実害補填 

     上司 けん責、始末書提出 

 

【職員の状況】                             （単位：人） 

区  分 男 女 計 

正規職員 17 18 35 

契約職員 7 92 99 

計 24 110 134 

 

（２）児童館事業                              （単位：人） 

区  分 児童館 放課後児童クラブ 計 

登録者数 8 39 47 

延べ利用者数 523 4,959 5,482 

 

（３）施設管理 

施設名 管理区分 内容・期間等 

三重農村環境改善センター 指定管理 
R2.4 から R5.3 まで 

指定管理料 2,000,000 円 

清川高齢者生活福祉センター等 指定管理 
H31.4 から R4.3 まで 

指定管理料 6,400,000 円 

緒方支部（緒方支所） 無償貸与 毎年更新 

デイサービスセンター悠々 指定管理 
H31.4 から R4.3 まで 

指定管理料 0 円 

朝地憩いの村 指定管理 

H31.4 から R4.3 まで 

指定管理料 生活支援ハウス 6,400,000 円 

      朝地児童館   3,710,000 円 

大野ふれあい 無償貸与 毎年更新  

千歳支部（千歳支所） 無償貸与 毎年更新 

犬飼高齢者生活福祉センター等 指定管理 
H31.4 から R4.3 まで 

指定管理料 8,200,000 円 

総合相談センター（市役所） 無償貸与 毎年更新 
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在宅福祉係 

 

【共通事項】 

事  業 内  容 

事業所管理者・ 

主任会議の開催 

デイサービスセンター 2 回開催（R2.6.24、R2.12.9） 

ヘルパーステーション 1 回開催（R2.12.9）※デイと合同開催 

収支分析 
半期ごとに事業所の収支分析事業を行い、適正な収支状況を確認し

た。 

模擬実地指導監査 
適切な事業推進を確認のため、模擬実地指導監査を行った。 

（R3.2.4～R2.2.9） 

 

（１）ケアプランセンター                          （単位：件） 

区  分 
ケアプラン作成数 

令和２年度 令和元年度 

介  護 3,943 4,072 

予  防 850 757 

総合事業 451 473 

合  計 5,244 5,302 

 

（２）ヘルパーステーション                         （単位：人） 

区  分 
実人員 延訪問回数 

令和２年度 令和元年度 令和２年度 令和元年度 

介  護 156 173 11,612 13,982 

総合事業 83 91 3,911 4,001 

障がい者居宅介護 10 10 818 1,390 

自費サービス 6 6 65 127 

合  計 255 280 16,406 19,500 
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（３）デイサービスセンター                         （単位：人） 

  区  分 
実人員 延利用人員 

令和２年度 令和元年度 令和２年度 令和元年度 

 みつば苑 42 48 2,992 2,979 

 悠  々 43 40 2,536 2,096 

地域密着型 憩いの村 56 58 2,711 2,620 

通所介護 あけぼの 35 48 2,064 2,714 

 計 176 194 10,303 10,409 

 みつば苑 14 17 456 546 

 悠  々 30 29 1,322 1,394 

総合事業 憩いの村 31 38 1,501 1,780 

 あけぼの 16 19 805 803 

 計 91 103 4,084 4,523 

 みつば苑 56 65 3,448 3,525 

 悠  々 73 69 3,858 3,490 

合  計 憩いの村 87 96 4,212 4,400 

 あけぼの 51 67 2,869 3,517 

 計 267 297 14,387 14,932 

 

（４）生活支援ハウス                          （単位：人、日） 

区  分 
実人員 延入居日数 

令和２年度 令和元年度 令和２年度 令和元年度 

清  川 9 11 2,990 3,017 

朝  地 9 8 2,580 2,435 

犬  飼 10 10 2,465 2,078 

合  計 28 29 8,035 7,530 

 

（５）元気クラブ                              （単位：人） 

区  分 
実人員 延利用者数 

令和２年度 令和元年度 令和２年度 令和元年度 

清  川 9 9 309 324 

緒  方 14 13 559 511 

朝地（2 単位） 30 27 911 782 

大野（2 単位） 38 35 1,306 1,145 

犬  飼 14 11 479 452 

合  計 105 95 3,564 3,214 
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２．地域福祉課 

 

地域福祉係 

 

高齢化や人口減少が進み、暮らしにおける人と人とのつながりが弱まる中において、新型コロ

ナウイルスの感染拡大がさらに住民の孤立を進めている。 

住民同士が支えあい、住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよう事業を通して地域福祉

の推進に努めた。 

 

（１）地域福祉事業 

①各町での取り組み状況 

町 内   容 

三重町 

・顔つなぎを目的に 71 地区の自治委員宅を訪問し、新年度のあいさつまわ

りを行った。 

・地区社協を中心に三者合同会議やネット会議を開催した。コロナの影響

により中止となった会議もあったが、自治委員、民生児童委員、福祉委

員、サロン代表者、老人クラブ等とも連携ができ、地域の現状を共有す

ることが出来た。 

・サロン再開に向けて個別にサロンへ伺うことで継続的に支援を行った。 

清川町 

・地区社協、民生児童委員、福祉委員、老人クラブや中学生のボランティ

アが協力し、「ふれあい長寿弁当」づくりと配布を実施し、独居高齢者に

提供した。しかし、「ふれあい福祉まつり」はコロナ禍で中止となった。 

・「福祉のゆうべ」を自治委員・民生児童委員・福祉委員、老人クラブの参

加で開催した。支え合う地域づくりをめざして～２０２５年に向けてで

きることを講話の後、参加者で意見交換した。 

・サロン全体会を年 2 回開催した。 

緒方町 

・自治会ごとに小地域見守り活動（あんしん訪問）を行い、見守り対象者の状

況確認と地域課題の把握に努めた。 

・おがたサロンの会を中心に地域の集いの場の充実に努めた。 

 また、各サロンを訪問し、地域の現状や課題、これからの展望などを話し合

う、地域座談会「サロンじ語ろう会」を開催した。 

・地区社協で地域支え合い活動についての研修会を行った。また、昨年延期し

た「地域支え合いフォーラム」を開催した。 

・地域での困りごとを助け合い、支え合う活動拠点として、上緒方地区に「か

みおがたサポートセンターふれあい」が発足した。 
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朝地町 

・ささえあいのまちづくりをしていくには町民の方に現状を知ってもらい

ボランティア制度が必要になる事を、誰が観てもわかるようなチラシを

作成し、朝地町ボランティア連絡協議会、自治委員会、サロンリーダー、

民生児童委員会等で説明を行った。また、4 月の自治会文書で全戸配布

を行った。 

・コロナの影響で、福祉委員説明会と配食サービスを中止としたが、その

他のサロンリーダー研修を 2 回、スポーツ大会等については計画に沿っ

た行事を実施できた。 

大野町 

・地区社協を中心として民生児童委員など関係団体との連携を図り、新型

コロナ感染防止対策を講じながら高齢者の見守り活動や、地域支え合い

意識の醸成に努めた。（もしもしお元気ですか活動交流会・ひとり暮らし

高齢者こころの花束配付事業・クリスマスプレゼント配付事業ほか） 

・各サロンでは新型コロナの影響で活動の自粛も余儀なくされたが、地域

のつどいの場であるサロンが今後も継続的に活動できるよう支援した。

（サロンリーダーのつどい年 2 回・永年活動サロンへの表彰） 

千歳町 

・地域福祉の中心である地区社協に支所が参画することで連携を深めてき

た。また各種団体や関係機関との協議を重ねることで、コロナ禍でもで

きることに積極的に取り組んできた。 

・町内全区に小地域見守り活動をめざす中で、自治会組織がない区に、支

所や民生委員の協力を得て小地域見守り活動を開始することができた。 

犬飼町 

・地区社協を中心として、開催予定の三者合同会議はコロナ感染で中止と

なり、又、児童・生徒・高齢者の交流事業も中止となったが、児童生徒

による、「お達者レター」と事業名を変更し鶏飯配布事業も歳末に実施で

き地域での見守り活動ができた。 

・サロン活動や、新たに通いの場・集いの場「わくわく館」も開所され、

ささえあい、交流の場・地域座談会が出来た。 

・サロンの継続的な活動支援の目的で「サロンのつどい」を２回実施し、

地域での課題の把握等ができた。 

・地区社協と民生委員・行政と連携し、小地域ネット・見守りボトルの更

新等の推進ができた。 

 

②地区社会福祉協議会（地区社協）運営支援 

項   目 内   容 

地区社協の運営支援・助成 ・市社協の会費を活用し、運営費及び事業費の助成を行った 

・事務局として支援した 

地区社協連絡会の開催 ・新型コロナウイルス感染予防のため今年度の開催は見送った 
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③生活支援体制整備事業 

【第 1 層生活支援コーディネーター】 

項   目 内   容 

生活支援・介護予防サービ

スのコーディネート等に

関する業務 

ア.サービス提供状況の把握および創出 

 上緒方サポートセンターふれあい（6 回） 

 市場一区泉助っ人隊（3 回） 

イ.支援ニーズの把握 

しげまさ食堂（1 回） 

上緒方サポートセンターふれあい（1 回） 

サロン・地域座談会（15 回） 

ウ.関係者間のネットワークの構築 

民児協、ボラ連、老人クラブ、サロン等（25回） 

上緒方サポートセンターふれあい（8 回） 

サロンリーダーのつどい（6 町/8 回） 

地区区長会（1 町/3 回） 

しげまさ食堂（4 回） 

移動スーパーとくし丸（3 回） 

他市社会福祉協議会（2 市/5 回） 

その他団体等の関わり（12 回） 

日常生活の担い手となる

ボランティア等の養成に

関する業務 

上緒方サポートセンターふれあい（1 回） 

市民後見人養成研修（1 回） 

生活支援体制整備に関わ

る協議体の参加 

ア．第 1 層協議体 

 役員会・ささえあい応援隊（5 回） 

イ．第 2 層（地区社協定例会・役員会・関連事業等） 

三重（9 回）、清川（2 回）、緒方（3 回）、朝地（1 回） 

ウ．第 3 層（地域振興協議会・地区事業等） 

三重（18 回）、緒方（4 回）、大野（2 回） 

その他 ア.行政及び職員間の連携会議 

 地域共生社会構築連携会議（1回） 

生活支援体制整備事業事務局会議（12 回） 

地域ケア会議運営検討会（10 回） 

地域支え合い会議（11 回） 

四者連携会議（7 町/61 回） 

 その他生活支援体制整備事業関連会議・打合せ（75 回） 
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イ．市報や社協だより、ホームページ等を活用した広報 

 地域資源「集いの場・通いの場」作成（7町） 

 豊後大野市ささえあい通信の発行（1 回） 

ウ．研修等 

 生活支援体制整備事業関連（12 回） 

 地域共生社会関連（7 回） 

 

【第 2 層生活支援コーディネーター】                  （単位：件） 

区  分 三重 清川 緒方 朝地 大野 千歳 犬飼 

第 2 層協議体の設置と運営 61 37 36 25 22 53 33 

地域課題の把握 115 7 42 3 5 4 8 

資源開発やネットワーク構築の推進 21 1 12 0 25 12 4 

その他 72 4 20 15 6 1 0 

 

④福祉委員の養成 

項   目 内   容 

福祉委員の設置・養成事業 ・今年度は委嘱状交付の時期に緊急事態宣言が発令されたので、

郵送にて委嘱を行った。 

・コロナ禍ではあるが、自治委員や民生委員と連携しながら地域

福祉活動に取り組めるよう働きかけた。 

 

【福祉委員数】                             （単位：人） 

三重 清川 緒方 朝地 大野 千歳 犬飼 計 

100 19 44 33 35 19 36 286 

 

⑤地域福祉連絡会議 

  今年度実施なし 

 

⑥地域住民主体の福祉活動 

【いきいきサロン事業】 

項   目 内   容 

いきいきサロン事業 ・緊急事態宣言発令中は、サロン代表者へ不安解消の取り組みを

行った。 

・サロンリーダー研修会を行い、情報交換や感染予防に関する研

修会を行った。 

・レクリエーション用具の紹介・貸出しを行った。 
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ボランティア講師派遣事

業 

・いきいきサロンへボランティア講師等の派遣を行い、各サロン

の活性化に努めた。 

 

【いきいきサロン数】                         （単位：か所） 

三重 清川 緒方 朝地 大野 千歳 犬飼 計 

39 11 30 18 20 10 12 159 

 

【小地域見守り活動事業】 

項   目 内   容 

小地域見守り活動事業 

助成金交付 

・自治会ごとに対象者と見守り活動協力者を選定し、見守り活動

を行う。年 1 回以上会議を開催し、個人台帳の更新を行うこと

で、助成金を交付している。 

・市内では 3 町で見守りの取り組みを行い、地域での支え合いに

つなげている。 

 

【見守り対象者数等】                           （単位：人） 

区分 三重 清川 緒方 朝地 大野 千歳 犬飼 計 

対象者   257   77 40 374 

 

⑦災害時避難行動要支援者を支援する福祉施設連絡会 

市内の介護施設をはじめとした、災害時避難行動要支援者を受け入れ可能な各施設との連

携・情報共有の場として開催を予定していたが今年度は開催を見送った。 

 

⑧いきいき生活応援隊員・生活援助サポーターの養成事業（市の受託） 

生活支援サービスの担い手を養成する目的で市からの委託を受け開催した。本年度は事業

の見直しを行い、二つの養成講座を区切らずに実施した。 

 

【いきいき生活応援隊員養成講座】 

項   目 内   容 

いきいき生活応援隊員養

成講座 

8/18～9/1 3 日間 10.5 時間 

補講：10/6、10/8    修了者：14 名 

会場：三重農村環境改善センター 

 

【生活援助サポーター養成講座】 

項   目 内   容 

生活援助サポーター養成 9/8～9/24 3 日間 10 時間 
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講座 補講：10/8     修了者：10 名 

会場：三重農村環境改善センター 

 

⑨市民後見人養成研修 

市民による成年後見等によって、認知症高齢者や障がい者等が、住み慣れた地域で安心し

て暮らすことができることを目的に市の受託事業として実施した。 

 

項   目 内   容 

市民後見人養成研修 11/10～12/11 10 日間 40 時間 

受講者 14 人（一般 4、民生委員 2、市職 OB1、市職 1、社協 6） 

修了者 6 人 

 

⑩生活援助サポーター派遣事業（市の受託） 

市からの委託を受け、生活援助サポーター養成講座で養成したサポーターを利用者の生活支

援・援助のため、ケアプランに基づき実施した。 

 

項   目 内   容 

生活援助サポーター派遣

事業 

円滑な事業展開ができるように内容について、利用者にわかりや

すく説明し、利用者、サポーターの調整を行った。 

延べ利用回数：150 回  実利用者数：6 人 

 

⑪地域福祉推進大会 

項   目 内   容 

第 9 回地域福祉推進大会 コロナウイルスの感染予防のため、規模を縮小し関係者のみで表

彰式を行った。 

R3 年 2 月 28 日（日）豊後大野市中央公民館 視聴覚室 

参加者 24 人 

 

⑩福祉団体等運営・支援 

団体等名 内   容 

共同募金会 助成団体と共に共同募金の意義について市民に周知を図り、円滑

な運営活動を行った。コロナウイルス感染拡大防止の観点から

助成事業の見直しの呼びかけ、少人数での街頭募金活動などを

実施した。 

民生児童委員協議会 豊後大野市民生児童委員協議会事務局として、活動の支援を行っ

た。 
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老人クラブ 豊後大野市老人クラブ連合会事務局としてコロナウイルス感染

予防対策の支援をしつつ、老人クラブ活動の支援を行った。 

 

（２）ボランティア市民活動センター 

 

①ボランティアセンター事業 

【ボランティアセンター事業】 

項   目 内   容 

福祉体験学習 ・小学校からの依頼により、コロナウイルスの感染予防をしなが

ら児童に対して福祉体験学習を行った。 

夏のボランティア体験月

間 

・市内複数の施設の協力によりボランティア体験を予定してい

たが、コロナの影響で１施設のみでの実施となった。 

災害ボランティアセン

ター事業 

・県社協主催の災害ボランティアセンター運営リーダー研修会

に参加し、災害時の対応等について学んだ。 

 

【フードバンク事業】 

項   目 内   容 

フードバンクおおいた ・県社協が行う年 2 回（夏・冬）のフードドライブへ協力した。 

・くらし支援と連携し、困窮者等へ支援を行った。 

・フードドライブで集まった物品を、子ども食堂で役立てても

らった。 

 

②ささえあいパートナー事業（有償ボランティア事業） 

いきいき生活応援隊員養成講座を修了した人にサポーターとして登録してもらい、介護保

険では賄えない身の回りのちょっとした困りごとを手助けしてもらいたい人に、有償で支援

を行う相互援助活動として行った。 

 

項   目 内   容 

ささえあいパートナー事

業 

・お願い会員とお助け会員のコーディネートを行い、お互いが円

滑な活動ができるように努めた。 

・ありがとうチケットの販売 

利用者数：14 人  延べ利用回数：194 回 

サポーター数：16 人 

 

（３）福祉サービス利用援助事業（日常生活自立支援事業） 

「福祉サービス利用援助事業」においては利用者や支援者と相互に情報交換を行い、利用者
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に対して適切なサービス提供を実施した。また、生活支援員への研修会等を企画し、生活支援

員の技術向上、業務内容の理解に努めた。 

（単位：人） 

区分 三重 清川 緒方 朝地 大野 千歳 犬飼 計 

支援員 8 １ 2 1 1 1 1 15 

利用者数 36 2 3 3 3 1 ３ 51 
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３．総合相談センター 

 

地域包括支援センター 

 

（１）包括的支援事業 

項   目 内   容 

介護予防ケアマネジメン

ト事業 

（通所型サービス） いきいき介護予防教室      26 件 

                    げんき学校           192 件 

元気クラブ         1,420 件 

（訪問型サービス） 在宅生活助言事業           1 件 

  自立支援伝道師派遣            0 件 

生活援助サポーター           29 件 

介護認定非該当者の対応               13 件 

総合相談支援事業 三職種・ブランチ相談件数             9,536 件 

権利擁護事業 高齢者虐待への対応                 162 件 

成年後見制度の活用促進                 28 件 

日常生活自立支援事業への活用促進            70 件 

消費者被害の防止                      9 件 

困難事例（権利擁護）対応                   156 件 

老人福祉施設等への支援                103 件 

包括的・継続的ケアマネジ

メント事業 

病院・施設訪問                     65 件 

居宅介護支援事業者連絡会               5 回 

介護予防プラン・評価等作成指導           670 件 

ケアマネ支援（助言・指導・同行）           98 件 

ケース会議開催支援又は参加                16 件 

地域ケア会議推進事業 地域ケア会議開催                     29 回 

ケアマネジメント向上会議                4 回 

地域ケア会議運営検討会への協力・参加         12 回 

認知症初期集中支援推進

事業 

チーム対象者数                    14 件 

訪問件数                         62 件 

チーム員会議                     41 件 

家族、親戚、関係機関連携状況             121 件 

普及啓発                        0 件 

認知症地域支援推進業務 普及啓発の推進                         29 回 

切れ目のない医療・介護等の提供              12 回 

若年性認知症への支援                        11 回 
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介護者等へのケアの充実                      35 回 

高齢者にやさしい環境づくりの推進             7 回                         

生活支援体制整備事業 生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）との連携 

生活支援体制整備事業に係る協議            47 回 

研修（先進地視察他）                  11 回 

協議体設置と運営 

 生活支援体制整備事業に係る協議            20 回 

在宅医療・介護連携推進事

業 

医療介護連携会議への参加              13 回 

医療介護連携研修会への参加              1 回 

関係機関との連携状況                 170 件 

病院訪問（カンファレンス・受診同行他）        54 件 

 

（２）指定介護予防支援事業 

項   目 内   容 

指定介護予防支援事業 介護予防支援       包括分 1,355 件   委託分 3,830 件 

ケアマネジメント A 

要支援者       包括分 844 件    委託分 1,028 件 

事業対象者       包括分 282 件    委託分    2 件 

ケアマネジメント B 

要支援者               包括のみ    0 件 

事業対象者              包括のみ  1,446 件 

 

くらし支援センター 

 

経済的理由による生活困窮者の支援をはじめ様々な課題を抱える相談者に対応するため、

伴走型の支援を心掛けて丁寧・粘り強く話を聞くことで複雑に絡まった課題を洗い出し、直

接支援するとともに必要に応じて担当機関へつなぎ連携して課題の解決に当たった。 

また、新型コロナウイルスによる特例貸付において、自立相談支援機関との係わりが重要

視されたため積極的に実態把握をおこなった。これにより相談者数（実数）は昨年度に比べ

約 4 倍に、延べ相談件数では約 1.4 倍に上った。 
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【相談受付実績】） 

相談者数（実数） 692 人 新規相談者数（実数） 182 人 

相談内容 

（延べ件数） 

経済的困窮に関すること           1,146 件 

保健に関すること               172 件 

仕事に関すること               217 件 

すまいに関すること               68 件 

家族関係に関すること              34 件 

その他                     170 件 

合 計                   1,807 件 

 

（２）被保護者等就労支援事業 

   65 歳未満の生活保護受給者のうち、就労が可能と考えられる者に対して支援を行った。

ケースワーカーと定期的に自宅訪問することを通じて近況を確認して求人情報を提供した

り、ハローワークや会社面接等に同行するなどして求職活動を支援した。 

今年度対象者 5 名のうち就労者が 1 名、生活保護廃止までは至っていないが経過観察中で

ある。 

 

（３）生活福祉資金貸付事業 

低所得世帯や障がいを持つ人などへ経済的自立と生活意欲の助長、社会参加の促進を図る

ために事業を実施した。単なる融資ではなく福祉目線の支援、特に生活困窮者自立相談支援

事業との関わりを重視した。 

【生活福祉資金貸付事業の状況】                     （単位：件） 

 三重 清川 緒方 朝地 大野 千歳 犬飼 計 

取扱件数（新規） 21   2 1 3 2 29 

取扱件数（継続） 33 5 11 2 3 5 1 60 

総合支援資金 5  1      

臨時特例つなぎ資金 1        

福祉資金福祉費 10  3 2 3 2  20 

緊急小口資金 8 4 1   2 1 16 

教育支援資金 9 1 6   1  17 

不動産担保型生活資金         

 

令和 2 年度は新型コロナウイルスの影響による特例貸付が実施されたため、取扱件数が爆

発的に増加した。それに対応するために本部・支部においても申請受付をおこなった。 

【新型コロナウイルス特例貸付】                     （単位：件） 
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 三重 清川 緒方 朝地 大野 千歳 犬飼 計 

取扱件数（合計） 138 15 20 6 40 11 43 273 

緊急小口資金 63 7 12 3 14 4 17 120 

総合支援資金 46 5 7 1 12 4 18 93 

総合支援資金（延長貸付） 21 2 1 1 9 3 7 44 

総合支援資金（再貸付） 8 1  1 5  1 16 

 

また豊後大野市社協の事業として、他の生活資金の調達が困難な生活困窮者に対して応急

の貸付を行なうことにより、当面の対応と自立を促進し、もって地域社会の福祉増進と民生

安定を図ることを目的として５万円を上限に当該事業を実施した。 

 【小口資金貸付事業の状況】                       （単位：件） 

 三重 清川 緒方 朝地 大野 千歳 犬飼 計 

取扱件数（新規） 4       4 

 取扱件数（継続） 2 1 1  1   5 

 


